
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（スタートアップ）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 ⼀般社団法⼈アーツいとしま

住所 〒819-1613 福岡県⽷島市⼆丈松末549-7

団体区分 ⼀般社団法⼈ スタッフ数 5 名
代表者⽒名（カナ） マツザキ サオリ

役職 代表理事 年代 40代後半
代表者⽒名 松﨑 早織

団体URL1 https://artsitoshima.org/

団体URL2 https://www.instagram.com/artsitoshima/

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） マツザキ サオリ
役職 代表理事 年代 40代後半

申請者⽒名 松﨑 早織

連絡先 e-mail artsitoshima2024@gmail.com 電話番号 080-2073-6959

住所

（書類の送付先）
同上

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） マツザキ サオリ
役職/肩書 代表理事 年代 40代後半

⽒名 松﨑 早織

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2018年12⽉ 株式会社Studio Kura⼊社。アーティストインレジデンス及び、絵画造形教育の企画、指導全般に従事
2024年10⽉ 九州⼤学基⾦「⽷島インクルーシブ・アートヴィレッジ・プロジェクト」アートコーディネーター就任
2024年12⽉ ⼀般社団法⼈アーツいとしま設⽴
2025年6⽉ 「⽷島市⽂化芸術推進基本計画」策定アドバイザー就任
2025年8⽉ 札幌市助成事業「教材開発や探求学習を⽀援する助成プログラム」審査員を務める
2025年10⽉ 「⽷島国際芸術祭2025」実⾏委員および協⼒企業として参画

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

南条嘉毅 40代後半 美術家 和歌⼭県東牟婁郡串本町 アーツ・ベースド・リサーチの⼿法を活かしてリサーチ、作品制作
を主として担当する。参加者の主体的な創造活動を促す。

⻑津結⼀郎 30代後半 九州⼤学 福岡県⽷島市前原中央
九州⼤学准教授。専⾨はアーツ・マネジメント、⽂化政策。2024年から⽷島
市⽂化芸術推進基本計画に携わる。地域連携におけるアートの可能性を評
価・成果分析の⾯からサポートする。

松﨑治磨 60代後半 株式会社百笑屋 福岡県⽷島市⼆丈松末 地域の農家。区の代表。地域住⺠との橋渡し役を担い、会場提供や地域と
の調整を⾏う。地域コミュニティとプロジェクトをつなぎ、円滑な実施を⽀える。

江藤美紀 40代後半 ⽷島新聞社 福岡県⽷島市⼆丈⽥中 新聞社社員。記事を通じてプロジェクトを広く発信し、地域社会へ
の周知・理解促進に寄与する。⼦どもたちへの⽂筆指導もサポート

⽥川基成 30代後半 写真家 ⽷島市⼆丈深江 ⽷島を拠点とする写真家。聞き取りや記録の撮影、作品化への
協働、展⽰⽤素材の制作。⼦どもたちへの⽂筆指導もサポート



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 コミュニティアーカイブ

活動テーマ 郊外（の地域振興）

事業名 語りを描くときー聴きとりの圖
2026年度の活動期間 2025/04/01 〜 2026/03/31

活動に従事するスタッフ数 2名

1. 団体の活動の概要

⽷島市は、福岡市近郊にありながら海や⼭に囲まれ、地域ならではの伝統や⾃然の営みが今も息づく場所です。私たちは、この

⼟地固有の⽂化や暮らしを⼤切にしながら、⽂化芸術の振興に取り組んでいます。地域の⼦どもや住⺠と共に⾏う協働制作を

通じて、遊びながら学び、体験しながら創る場や、地域に根ざした展⽰やワークショップを⽣み出しています。

教育・⽂化・地域振興をつなぐ持続可能な基盤を整え、多様な⼈々がともに集う場をつくることで、地域の⼈々が⾃ら⽂化の

価値を感じ、暮らしの中で⽂化を共に育むことを⽬指しています。⽇常にそっと寄り添いながら、⽷島の“いま”と“これから”をアート

の⼒でつなぐことを⼤切にしています。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 0〜1年

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2024年12⽉ 設⽴

2025年2⽉ 共催「九⼤基⾦IAVP とまり⼤学 ゆいの旗／タイムスリップカフェ」

2025年6⽉ 主催「うみべのプレイパーク」

2025年7⽉ 共催「九⼤基⾦IAVP とまり⼤学 泊⼤燈籠」

2025年8⽉ 協⼒「国際交流アートプログラム フレームごしに君を描く」

2025年10⽉ 協⼒・参加「⽷島国際芸術祭2025」

2025年11⽉ 主催「学び合いで⾼める！アウトリーチの創造実践ラボ」（予定）

2025年11⽉ 協⼒「地域創造：⽥村緑アウトリーチ（深江⼩学校）」（予定）

3. 活動エリアについて

活動エリア 福岡県 ⽷島市

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

⽷島市は、福岡市近郊に位置し、海と⼭に抱かれた豊かな⾃然と、古くから続く⽣活⽂化が共存するま

ちです。⼈⼝はおよそ⼗万⼈で、農業や漁業を基盤とする⼩さな集落、鉄道沿線の住宅地、そして九州

⼤学の移転に伴い開発が進む新しいエリアなど、多様な景観と暮らしが混在しています。

また、国や県に指定された数多くの⽂化財など、歴史的資源にも恵まれています。⼀⽅で、移住者を中⼼

とした⼩規模な現代的イベントや催しも多数⾏われており、⾃然と⽂化、そして新しい⼈の流れが交わる、

独⾃の魅⼒あふれる地域です。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

⾼齢化の加速に伴い、伝統⾏事や⽣活⽂化の継承が困難になっています。また、農業や漁業に従事する
⾼齢世代と都市部へ通勤する世代では価値観や⽣活スタイルが異なり、地域の交流の場として機能して
いた⾏事等も、その役割を⼗分に果たせなくなっています。加えて、地域資源の可視化や活⽤の仕組みが
限定的であることから、⽂化記録や継承の体制も⼗分とはいえません。背景として、特に70代前後の世代
が、伝統⾏事に参加してこなかったことから、従来の「⾼齢者＝⽂化継承者」という前提が成り⽴たなく
なっていることが上げられます。市外からは⽂化的に豊かな地域というイメージで語られることが多いが、実
態との間には乖離が⾒らる現状です。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

私たちは、地域の⽂化継承が困難になりつつある現状を踏まえ、アートを通じて地域⽂化を可視化・継承
し、世代や住⺠の交流を促進するとともに、地域の⽂化振興につなげることを⽬的とします。
具体的には、地域の⾼齢者の証⾔や⽣活⽂化を聞き取り、記録し、それを作品として表現する過程を、
こどもたちを含めた地域の⼈々とともに体験することで、⽂化への理解と関⼼を育みます。また、集落や家
庭で受け継がれる祭りや⼯芸、遊びや⽣活習慣など、⼩規模ながら独⾃性のある⽂化活動を発掘し、
アートや記録を通じて広く共有することで、住⺠⾃⾝が⽂化資源の価値を再認識し、未来へ継承する契
機を⽣み出します。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

限界集落化が進む地域において、⾼齢者との継続的な交流を重ね、活動の基盤となる信頼関係を丁寧に築いてきました。その

ため、住⺠と主体的に関わりながら、新たな場や関係性を⽣み出せる点が⼤きな強みです。

近年、70代でも地域の昔の習慣や⽂化に詳しくない⼈が多く、「⾼齢者＝⽂化継承者」という前提が崩れつつある現状があり

ます。こうした課題は全国的にも今後深刻化が予想されるものであり、今、記録と継承の⽅法を確⽴する意義は⼤きいと考えま

す。本プロジェクトでは、聞き取りそのものを創造的なプロセスと位置づけ、「聴く⾏為」から作品化へとつなげることで、記録を超

えた共感や学び、世代間交流を⽣み出します。アーツ・ベースド・リサーチの実践に⻑けた美術家・南条⽒との協働により地域⽂

化の可視化と継承を進めるとともに、市の⽂化芸術推進基本計画に携わった⻑津⽒の評価と助⾔を得て、公共性と発展性の

ある事業体制を整えています。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

地域の⾼齢者の声を「聴く」という⾏為を創造的なプロセスへと転換し、記録と表現を融合させます。80代以上の⽅々から⽣活

⽂化や記憶、祭りや⽇常の暮らしの習慣を聞き取り、集落に息づく家系や⼈のつながりをたどることで、⼟地に埋もれた歴史的

ネットワークを掘り起こします。美術家・南条嘉毅⽒の指導のもと、⼦どもや住⺠とともに作品化を進めます。

地域在住の写真家・⽥川基成⽒も加わり、聞き取りの過程や地域の⾵景を記録・撮影し、表現に反映させます。

住⺠や⼦どもたちは調査や編集、展⽰制作などを通じて「⾃分たちが⽂化の担い⼿である」という実感を得る場を体験します。

聞き取った証⾔や記録は作品として地域内外へ発信され、教育プログラムとして体系化することで次世代への継承も可能とする

ことを⽬指します。2026年3⽉には、⾃⼰資⾦および⼦どもゆめ基⾦を活⽤した先⾏調査を実施予定です。

聴くことから始まる創造のプロセスを通じて、⽂化の継承と共有の基盤を育み、他地域でも応⽤可能な、住⺠参加型のアートプ

ログラムを通じた地域振興のモデルを提⽰します。

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2026年4⽉ オンラインミーティング、周辺地域の現地調査開始、プロジェクトのスケジュール決定

2026年5⽉ 住⺠聞き取り調査①4~5⽇

2026年7⽉ 住⺠聞き取り調査②4~5⽇

2026年9⽉ 中間まとめ、アート作品のプラン決定

2026年11⽉ 作品制作、ワークショップの実施、展⽰7〜10⽇

2027年3⽉ ふり返り報告会、アーカイブ記録化（ウェブサイト、冊⼦）



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

本プロジェクトでは、活動成果を「⽂化の継承・共有」「教育的効果」「地域コミュニティの活性化」の3点を軸に評価します。

定性評価としては、地域住⺠や参加者が、地域の歴史や⽣活⽂化への理解と関⼼を深め、⽂化資源の価値を再認識できて

いるかを重視します。加えて、⾼齢者と⼦ども、住⺠、アーティスト間の交流が⽣まれ、世代や⽴場を越えたつながりが育まれてい

るか、また聞き取りや作品化の過程が参加者にとって能動的で創造的な学びとなっているかを観察・記録します。

定量評価としては、①⾼齢者、地域住⺠への聞き取り件数15件以上、②⼦どもや住⺠の延べ参加者数70名以上、③作品

化された成果物5点以上（展⽰・公開含む）、④地域向けワークショップの実施1回以上。⑤地域内外への発信3回以上

（展⽰・報告会・メディア掲載等）を指標とします。

これらの定性・定量両⾯の指標をもとに、外部評価者を交えたふりかえりを実施し、次年度以降の改善と発展に活かします。

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

地域の記憶を「聴く」ことから始まった⼩さな対話を、次の創造へとつないでいきます。

翌年度以降は、リサーチで得られた物語や記録をもとに、地元アーティストや住⺠が協働して作品を⽣み出す試みを進めます。

アートを通じて世代や⽴場を越えて関わり合うことで、地域の⽂化を「守るもの」から「ともにつくり続けるもの」へと育てていくことを

⽬指します。

聞き取りの対象や参加者を少しずつ広げ、集落内での世代間交流を継続的に⾏いながら、若⼿アーティストや地域のクリエイ

ターが関わる機会を増やしていきます。住⺠が主体となる学びと創造の場を定期的に設け、地域の中で⽂化を⾃ら語り、表現す

る⼒を育てます。

活動で⽣まれた作品や記録は、展⽰や発表を通して地域内外に共有し、⽷島の⽂化の魅⼒を多様なかたちで伝えていきます。

さらに、地域のアーティストや⼤学、⾏政などと協働し、ゆるやかなネットワークを築きながら、持続的に活動を⽀える基盤を整えて

いきます。

将来的には、地域の⼈々とアーティストが協働しながら⽂化を継承・創造していく「参加型アートプログラム」として定着させ、⽷島

の暮らしの中に根ざした⽂化の循環を⽣み出していくことを⽬指します。

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

はい



＜活動の様⼦＞

地域の様⼦。敬⽼会で和気あいあ
いと交流しているところ。約100世
帯中のほとんどが⾼齢者世帯。

地域の様⼦。天満宮での縄ない⾏
事。70代でも作り⽅が分からない
⼈がいるので、教え合って継承して
いる。

地域の⼦どもたちとフィールドワーク
をして、集めたものを⾃分たちで展
⽰した「そこら辺のもの展」を開催。



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 2785千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 美術家 南条嘉毅⽒（滞在制作・作品化・教育プ
ログラム指導） 440千円 滞在18⽇間、創作・教育・記録監修を含む

謝⾦・委託費・⼈件費 評価・助⾔担当 ⻑津結⼀郎⽒（計画助⾔・中
間評価・総括） 160千円 年間を通した計画助⾔・評価・教育資料化

監修を含む。現地協働での滞在3⽇を含む

謝⾦・委託費・⼈件費 写真家 ⽥川基成⽒（撮影記録・アーカイブ監
修） 300千円 年間を通した写真の記録撮影、聴きとりを

元にした執筆、アーカイブの監修を含む

旅費交通費 南条⽒（和歌⼭−福岡間往復3回分＋現地移
動） 120千円 実費相当

旅費交通費 ⻑津⽒（東京ー福岡往復1回分＋現地移動） 40千円 実費相当

通信運搬費 機材搬送費、印刷物の郵送費 40千円 作家所蔵の機材の発送費、イベント告知や
発表に関する印刷物の郵送費

広報宣伝費 専⽤サイト、各ポスター・チラシ、記録映像、冊⼦制
作費 900千円 年間を通した各広報物制作デザイン、編

集、印刷、製本、保守管理費を含む

会場費・借料 調査、発表時における会場使⽤費 50千円 実費相当

消耗品費 リサーチ・発表⽤消耗品（画材・記録紙・⽂具
等） 155千円 ワークショップ参加者⽤配布物・作品制作に

必要な消耗品⼀式

謝⾦・委託費・⼈件費 発表時の特殊照明、⾳響設備費 300千円 制作、設営費込

謝⾦・委託費・⼈件費 イベント時のサポートスタッフ⼈件費 140千円 7千円✕5⼈✕4⽇

旅費交通費 イベント時のサポートスタッフ交通費 40千円 2000円✕5⼈✕4⽇

会議費・交際費 交際費 50千円 地域謝意費・軽微な接待費含む

その他、諸経費 調整・予備費 50千円 予備費

合計 2785千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 2785千円 助成⾦ 福武財団 2785千円

⾃⼰資⾦ ⼀般社団法⼈アーツいと
しま 100千円 運営予備・地域謝

意費・軽微な接待費 その他、諸経費 ⾃⼰資⾦ 100千円 運営予備・地域謝
意費・軽微な接待費

合計 2885千円 合計 2885千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


